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夜
を
彩
る

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
夜
間
様
々
な
照
明
の
光
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
暗
い
中
に
光
る
灯
り
は
幻
想
的

な
空
間
を
演
出
し
ま
す
。

　
昔
、
私
た
ち
の
祖
先
が
火
を
発
見
し
、
闇
の
中
に

明
か
り
を
灯
し
ま
し
た
。
真
っ
暗
で
何
も
見
え
な
い

中
で
周
囲
が
明
る
く
な
り
、
一
緒
に
い
る
仲
間
の
顔

が
見
え
、
今
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
よ
う
に
、

そ
れ
は
人
々
に
安
心
と
安
ら
ぎ
を
与
え
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
現
在
、
夜
間
で
も
照
明
に
よ
り
昼
間
の
よ

う
な
明
る
さ
を
得
て
い
ま
す
。

　
商
店
街
は
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
や
看
板
の
照
明
、
お
店

の
明
か
り
な
ど
で
夜
遅
く
ま
で
明
る
く
、
賑
わ
い
を

演
出
し
て
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
街
は
ビ
ル
の
窓
の
明

か
り
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
見
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
模
様

を
創
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
街
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
た
ち
の
生
活
の
灯
り
や
、
街
路
灯
の
よ
う
に
家
路

を
導
く
、連
続
し
た
や
さ
し
い
明
か
り
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
な
ど
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
光
を
楽
し
む
灯
り
も

あ
り
ま
す
。

　
夜
間
は
照
明
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
建
物
の
色
や

形
、照
明
の
色
そ
の
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昼
間
の
景
観
が
あ
る
よ
う
に
、
夜
間
の
景
観
も
あ
り

ま
す
。
照
明
は
明
か
り
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

こ
に
風
景
を
つ
く
り
だ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夜

間
も
照
明
の
方
法
ひ
と
つ
で
、
よ
り
美
し
い
ま
ち
な

み
に
な
り
ま
す
。
商
店
街
、
住
宅
街
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ま
ち
な
み
や
状
況
に
合
わ
せ
た
照
明
が
あ
り
、

住
宅
街
は
落
ち
着
き
の
あ
る
照
明
、
商
店
街
は
ま
ち

の
個
性
を
演
出
す
る
照
明
に
よ
り
ま
ち
の
魅
力
を
高

め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
と
も
し
た
灯
り
が
夜
の
ま
ち
な
み
を

彩
っ
て
い
ま
す
。

1　東京女子大学
2　立教女学院
3　久我山橋 
4　大田黒公園

5　座・高円寺
6　杉並公会堂
7　善福寺川（丸山橋付近）
8　ＵＲプロムナード荻窪
　  （桃井 3-7）
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歩きながら、元気と文化が
　　　　　　　　　　生まれる街。

すぎなみ



3 ●杉並景観録 杉並景観録● 2

第 10 回 杉並「まち」デザイン賞が決定しました 景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
!!

　「
創
り
ゆ
く
景
観

　
　
　  

消
え
ゆ
く
景
観
」

杉並風景写真コンテスト
－私の好きな杉並の「風景」－

第10回杉並 「まち」 デザイン賞
－ドキッ !発見まちの「顔」－

すぎなみ／ひと／まちなみ
S P E C I A L  E D I T I O N

　「杉並『まち』デザイン賞」第 10 回を記念し写
真コンテストを開催しました。杉並区内にある素
敵な風景や家・お店・みどりなどの風景写真を募
集したところ、たくさんのご応募をいただきまし
た。こちらは入賞された５名の皆さんの作品です。

① メール・ド・ラベイユ（天沼三丁目）
② 西郊ロッヂング（荻窪三丁目）
③ 柏の宮公園の田んぼ（区立柏の宮公園内）
④ 浜田山の家（浜田山三丁目）
⑤ 洋館＆ヒマラヤ杉（松庵三丁目）

　
１
９
８
９
年
に
始
ま
っ
た
杉
並
「
ま
ち
」
デ
ザ
イ
ン
賞
は
、
今
回
で
10
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
か
ら
杉
並
区
景
観
計
画
の
運
用
も
始
ま
り
、
こ
れ

ら
を
機
に
「
創
り
ゆ
く
景
観
・
消
え
ゆ
く
景
観
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
こ
れ

か
ら
の
杉
並
の
ま
ち
の
景
観
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
平
成
22
年
11
月
13

日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
阿
佐
谷
の
細
田
工
務
店
様
の
ご
好
意

に
よ
り
、
杉
並
区
の
誇
る
け
や
き
の
並
木
道
が
見
え
る
杉
並
リ
ボ
ン
館
を
お

借
り
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
10
回
杉
並
「
ま
ち
」
デ
ザ
イ
ン
賞
の
表
彰
式
を
行
い
、

そ
の
後
、
藤
森
照
信
さ
ん
に
よ
る
お
話
と
、「
景
観
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

工
学
院
大
学
工
学
部
建
築
学
科
建
築
学
コ
ー
ス
教
授

　
藤
森
照
信
さ
ん

　
人
間
の
心
の
中
で
街
や
建
物
が
、
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
切
り
口
に
、
建
物
を
保
存
し
て
い

く
こ
と
や
良
い
建
物
を
創
っ
て
い
く
こ
と
は
、
ど
う
し
て
大

切
な
の
か
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吉よ
し
た
け武

泰や
す
み水

の
「
夢
の
研
究
」

　
吉
武
氏
は
、
自
分
の
夢
を
記
録
し
研
究
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
引
っ
越
し
を
し
て
新
し
い
環
境
に
な
っ
た
と
き
、
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た

古
い
家
の
夢
を
見

る
こ
と
か
ら
、引
っ

越
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
分
断
さ

れ
て
し
ま
っ
た
自

分
の
時
間
を
夢
に

よ
っ
て
修
復
し
て

い
る
と
い
う
こ
と

を
発
見
し
ま
す
。

カ
フ
カ
著
の
小
説
「
変
身
」

　
朝
起
き
た
ら
自
分
が
虫
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
話
で
す
。
自

分
は
変
わ
っ
て
い
な
い
け
ど
姿
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
は
、
は
た
し
て
自
分
な
の
か
確
信
が
持
て
ず
不
安
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

懐
か
し
さ
と
喪
失
感

　
人
間
は
、
自
分
が
通
っ
て
い
た
学
校
を
見
て
懐
か
し
く
な

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
が
そ
こ
に
い
た
こ
と
を
確
認
し
、

時
間
的
に
自
己
同
一
で
き
た
こ
と
へ
の
喜
び
で
す
。
反
対
に

古
い
建
物
や
目
立
つ
木
が
な
く
な
る
と
い
う
嫌
な
感
じ
は
、

記
憶
の
連
続
性
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
不
快
感
か
ら

お
こ
る
喪
失
感
で
す
。

記
憶
の
連
続
性

　
記
憶
の
連
続
性
は
、
人
間
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
大
切
な

も
の
で
す
。
そ
の
記
憶
は
、
目
で
見
た
も
の
に
よ
っ
て
確
認

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
然
、
都
市
、
街
並
み
、
建
築
の
順

で
認
識
さ
れ
、
日
本
に
は
象
徴
的
な
自
然
の
山
「
富
士
山
」

が
あ
る
た
め
、
古
い
建
物
を
重
要
視
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
戦
争
な
ど
で
壊
れ
て
し
ま
っ
た

建
物
を
そ
の
ま
ま
再
現
す
る
ほ
ど
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
は
、
記
憶
の
連
続
性
の
確
認
の
た
め
に
古
い
も
の
を

求
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
質
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

良
い
も
の
は
残
っ
て
い
き
や
す
い
の
で
創
ら
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

建
物
の
保
存
は
時
間
的
自
己
同
一
性
の
確
認

－

記
憶
の
連
続
性

－

と
い
う
点
で
、
大
切
な
こ

と
な
の
で
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
リ
ス
ト

　
大
嶋
信
道
さ
ん

第
５
回
～
10
回 

杉
並
「
ま
ち
」
デ
ザ
イ
ン
賞
選
考
委
員

建
築
家

　
審
査
委
員
長
を
含
め
、
過
去
６
回
の
審
査
委
員
の
経
験
か

ら
、
受
賞
さ
れ
た
懐
か
し
い
雰
囲
気
を
残
し
た
建
築
物
や
象

徴
的
な
樹
木
、
鉄
道
沿
線
の
緑
化
を
推
進
し
て
い
る
事
業
者

な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
９
回
目
の
南
荻
窪
・
昭
和
の
家
の
白
鳥
の
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
や
今
回
受
賞
し
た
洋
館
＆
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
の
玄
関
上
の
ス

カ
ラ
ベ
と
ツ
バ
メ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
は
、
時
間
を
経

て
も
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
い
い
な
と
思
う
も
の
の
一
つ
で

し
た
。
杉
並
の
良
い
景
観
を
作
り
出
し
て
い
る
の
は
、
一
般

的
な
住
宅
の
お
手
入
れ
を
し
て
い
る
人
の
力
で
、
見
て
い
る

人
は
、
そ
れ
を
共
有
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。「
ま
ち
」

デ
ザ
イ
ン
賞
は
、一
生
懸
命
良
い
景
観
を
創
っ
て
い
る
人
が
、

享
受
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
人
か
ら
、
ね
ぎ
ら
い
と
ほ
め
た

た
え
の
気
持
ち
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト

　
千
葉
皓
史
さ
ん　

（
第
９
回
杉
並
「
ま
ち
」
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞
者
）

　
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
け
た
建
物
と
植
栽
は
、
ま
ち
な
み
づ
く

り
に
少
し
で
も
貢
献
す
る
こ
と
を
願
っ
て
創
っ
た
も
の
で

す
。
植
栽
に
は
す
べ
て
雑
木
の
株
立
ち
を
用
い
ま
し
た
。

　
昔
の
上
井
草
は
薪
の
生
産
地
で
し
た
。
そ
の
畑
と
も
い
う

べ
き
雑
木
林
は
、
切
り
株
か
ら
の
萌
芽
更
新
に
よ
り
維
持
管

理
さ
れ
て
い
た
の
で
、
林
中
に
は
「
株
立
ち
」
が
多
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
受
賞
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

こ
の
雑
木
の
「
株
立
ち
」
普
及
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

木
製
看
板
を
出
し
、「
ま
ち
づ
く
り
上
井
草
」
の
活
動
も
本

格
化
さ
せ
ま
し
た
。
賛
同
者
は
年
々
増
え
、
近
隣
を
中
心
に

上
井
草
に「
株
立
ち
」の
み
ど
り
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
「
上
井
草
雑
木
み
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
加
え
て
、

フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
編
集
、
マ
ッ
プ
制
作
、
街
路
上
の
色
彩
の

整
理
な
ど
を
通
じ
て
、「
上
井
草
ら
し
い
」
景
観
と
ル
ー
ル

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト

　
大
倉
素
子
さ
ん　

第
10
回 

杉
並
「
ま
ち
」
デ
ザ
イ
ン
賞
選
考
委
員

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
「
ま
ち
」
デ
ザ
イ
ン
賞
の
選
考
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
が

二
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
一
つ
は
、
推
薦
事
例
の
多
く
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
緑
」

が
景
観
形
成
の
重
要
な
要
素
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ

～まちづくり推進課景観係より～
　景観が人間のアイデンティティの確立の一つであり、また、杉並
区の杉並区である価値の認識をするためにも大切なことであること
を改めて感じました。
　沢山の方々のご出席、また、アンケートにお答えいただきまして
ありがとうございました。その結果、杉並区景観計画が区民に十分
知られていないこともわかり、今後なお一層の周知に努めます。そ
して、気持ちを新たに区民の皆様と一緒に杉並区の景観の向上を考
えてまいります。

参加者の皆様からの質問
Ｑ．電柱についてどう考えていますか？
Ａ．（千葉氏、倉田氏）通りの優先順位があり、何を優先
して税金を使うかということでしょうか。家庭用バッテ
リーがもっと良くなれば、電柱は要らなくなるかもしれ
ません。電柱だけが連なっているのもよいので、トラン
スだけ残すということも考えられます。

Ｑ．一年目がピークの建物など古くなって汚くなってさび
しくなる景観が存在します。５年 10 年たってよくなって
いく建物造りやまちづくりはできないものでしょうか？
Ａ．（河野氏）木造の建物を大事にして使って行くなど建
築に対する見方も変わってきているので、これからの建
築家の活躍を見守って欲しいと思います。

Ｑ．「これはいい」とは、どういうものですか？
Ａ．（藤森氏、倉田氏）いいものの基準は変わっていきま
すが、空や土など自然のものは変わりません。また、人
の歩く行為は変わらないので、人の歩く速度で感じる景
観を考えると良いものが見えてきます。

（参考：黒川紀章氏、デンマークのヤン ･ ゲール氏）

シンポジウムを開催して
コーディネーター
倉田直道さん

（工学院大学工学部都市デザイン学科教授）

　景観は絶対的な価値をつけるのが難しいものです。み
んなが共有して感じないといけないものです。そのため
に、知恵が必要なので、みんなで杉並ならではの取り組

みを考えて行かないといけ
ないのではないでしょうか。
　区では景観計画ができ、
制度もできています。それを
活用しながら、それぞれの地
域で景観を通しての杉並な
らではのまちづくりを進め
ていかれることを望みます。
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と
、
も
う
一
つ
は
、
推
薦
事
例
の
約
半
数
が
住
宅
で
あ
る
こ

と
で
す
。
杉
並
区
に
お
け
る
緑
の
主
体
が
住
宅
地
に
存
在
す

る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
ま
す
と
、
住
宅
と
と
も
に
手
間
隙
の

か
か
る
樹
木
や
草
木
の
手
入
れ
を
は
じ
め
と
す
る
日
々
の
暮

ら
し
を
丁
寧
に
紡
い
で
き
た
区
民
と
ま
ち
の
歴
史
が
景
観
に

味
わ
い
を
持
た
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
杉
並
区
が

「
住
宅
都
市
」
で
あ
る
所
以
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

「
洋
館
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
」
は
、
上
品
な
ピ
ン
ク
の
外
壁
色
が

特
徴
で
あ
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
を
引
き
立
て
て
い
る
良
い
事
例

で
し
た
。

　
今
後
は
、
屋
外
広
告
物
や
、
道
路
な
ど
の
公
共
的
な
空
間

の
質
も
、
住
宅
の
よ
う
に
誇
れ
る
も
の
に
な
っ
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト

　
河
野
進
さ
ん

第
10
回 

杉
並
「
ま
ち
」
デ
ザ
イ
ン
賞
選
考
委
員
長

建
築
家

　
屋
敷
林
の
よ
う
な
象
徴
的
な
物
は
、
人
の
も
の
だ
け
ど
自
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　杉並区では、自然と歴史的環境に調和し、魅力的な景観づくりに
貢献している建物・地域活動などを、「杉並『まち』デザイン賞」
として表彰しています。今回は、平成 21 年 10 月より広報やポスター
等を通じて募集し、多数の応募・推薦の中から７月 28 日に開催さ
れた選考委員会の審査の上５件が選定され、杉並区まちづくり景観
審議会で了承され決定しました。
　第 10 回までの表彰対象を一冊にまとめたパンフレットをまちづ
くり推進課で配布しています。

SUGINAMI
Scenery

Photo Contest
2010

「４本イチョウ、これから」大場将国さん

「冬近し」佐藤　敬さん

「高円寺落葉の絨毯」吉田勝美さん

「『川は』君コレクション」北川聡子さん
「樹々の中の大滝」与田玲子さん

南荻窪 ・ 昭和の家

スカラベとツバメのステンドグラス

①

②

③

④

⑤

④

②

藤森照信さん

倉田直道さん

写真上 ・デザイン賞を受けた建物と植栽
写真左上 ・株立ち
写真左下 ・街路上の色彩の整理

パネルディスカッション 細田工務店入口
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Ａさんの庭 開園式

杉 並 景 観 録n e w s

「景観週間」を開催
　平成22年10月28日～11月14 日

平成 22年 10月 28日から 11月 14日まで景観週間
を開催しました。区役所庁舎１階ロビーで景観まちづ
くりに関するパネルの展示と、区民の方々が杉並百景
を振り返ったビデオ（大石氏撮）と絵はがき（増田氏
画）の展示を行いました。また、詩歌館まつり、大田
黒公園周辺地区景観まちづくりイベント、杉並の残し
たい風景 in阿佐谷（ストリートアート展）、工学院大
学生による荻窪のまちづくりの提案発表会なども行わ
れました。
たくさんの方々のご参加ありがとうございました。

「今」だから考えたい杉並の景観

平成22年４月１日に杉並区景観計画を告示し、６月１日から景観法による届
出を受け付けています。
【問い合わせ】
杉並区都市整備部まちづくり推進課景観係  tel 03-3312-2111

宮崎駿監督著「トトロの住む家」写真展と
「Ａさんの庭」デザイン展

平成 22 年６月 25 日から７月１
日まで杉並区役所区民ギャラリー
で、宮崎駿監督著 ｢トトロの住む
家｣ に掲載された写真と、監督に
よる「Aさんの庭」公園のデザイ
ンスケッチを展示しました。たく
さんの皆様にご来場いただきあり
がとうございました。

区立公園「Ａさんの庭」が開園しました

平成 22 年７月 25 日に「Ａさん
の庭」（阿佐谷北５丁目）が開園
しました。開園式には、多くの皆
様とともに、宮崎駿監督にもおい
でいただきました。

Topics

第 10回まちデザイン賞
表彰式・景観シンポジウム開催
１１月 13日

引き続き、景観シンポジウム「創り
ゆく景観　消えゆく景観」をテーマ
に藤森照信氏の講演とパネルディス
カッションが行われました。
　杉並「まち」デザイン賞を紹介し
た冊子・リーフレットは、まちづく
り推進課で配布しています。

News

杉並「まち」デザイン賞の表彰式で
は、受賞者 5人と杉並風景写真コン
テスト受賞者 5人の計 10 人の方が
表彰されました。区長から受賞した
方々に表彰状と記念品が手渡され、
その後各自受賞の思いを語っていた
だき、閉会しました。

杉並「まち」デザイン賞クリスタルガラスの楯と、
写真コンテスト受賞作品入り写真立て

会場：細田工務店杉並リボン館

杉並「まち」デザイン賞表彰式

大田黒公園周辺地区
景観まちづくりイベント
１１月３日

News

・河村初音ピアノリサイタル
スカルラッティ「ソナタ」、バッハ
「六つの小プレリュード」などすばら
しい演奏を聴くことができました。

・点茶会
地元の茶道家・森田宗文さんとその
社中の方々が大田黒公園の茶室でお
茶を点ててくださいました。また、
区立松渓中学校の生徒さんのお手伝
いで、おいしいお菓子とお茶をいた
だきました。

・大田黒公園周辺まち歩き
「荻窪南すぎなみ景観ある区マップ」
を参考に大田黒公園周辺の西郊ロッ
ヂング、角川庭園・幻戯山房～すぎ
なみ詩歌館～などの周りを約 1時間
30分歩きました。
・景観パネル展示
第 10 回杉並「まち」デザイン賞受
賞作品等を展示しました。
・みんなの青空写真展
「草の根っこの写真の会」の方々によ
り作品を芝生の上に並べたり、木にか
けたり自由に作品が展示されました。

河村初音さんのピアノ演奏

「みんなの青空写真展」

杉並の残したい風景 in 阿佐谷
～ストリートアート展～
１0月 28 日～１１月 7日
「NPO法人東京を描く市民の会」の
会員の方々が杉並の風景を描きまし
た。その絵画など約 60 点を阿佐谷
商店街振興組合（阿佐谷パールセン
ター商店街）のご協力により店先に
展示させていただきました。ありが
とうございました。
協力：阿佐谷商店街振興組合
　　　( パールセンター商店街 )

News

阿佐谷パールセンター商店街での絵画展示

角川庭園詩歌館まつり
１0月 31日
角川庭園・幻戯山房～すぎなみ詩歌
館～ですぎなみ詩歌館まつりが開催

News

されました。午前は庭園ツアーとし
て、建築家の松本裕介氏が館内の案
内を、岩野光伸氏が庭園の案内をし
ました。また、松田輝雄氏がみどり
コースを、俳人の俵木陶光氏が俳句
コースのまち歩きの案内をしまし
た。午後は俳人協会幹事の小島健氏
の講演と小島健氏と松田輝雄氏に
よる対談「角川照子の微美と結社
“河 ”」がありました。
また、郷土博物館と連携して角川照
子展を行いました。角川庭園ツアー

荻窪の魅力をデザインする
１１月 8日～１4日

11 月８日から 11 月 14 日まであん
さんぶる荻窪で工学院大学の学生が
製作した模型とパネルが展示されま
した。そして 11 月 11 日夜 6 時 30
分から、あんさんぶる荻窪で「荻窪
のまちづくりの提案」の発表会が行
われました。提案は５案あり熱の
入った発表でした。

News

「荻窪まちづくりの提案」発表会

「トトロの住む家」に掲載された写真の展示

　
庁舎ロビーでの風景


